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1報1)で 報告 したH画 分(以 下H-fと 略)は 結

核 死菌流 動パ ラフィ ンで感作 した モル モ ッ トで30～

10γ の間にOT1:2,000と の等力価が あることを知

つた。ので,さ らにH-fの ツベル ク リン・ア レノレギー を

検討 す るため,肺 結 核患者 を対象 として,旧 ツとH-f

の稀 釈度 と陽 性率 との関係をみた。

実験方 法 と実験結果

◇実験 に用いたOTは 当研究所製 ツベル ク リン原液

Lot63で ある。

◇実験の対象 となつ た。被検者 はすべ て当研究所 に肺結

核で入院 中の患者 の うち,ツ 反既陽性 の もの で,3ヵ 月

以上 ツ反 を行なわ ない もので ある。

◇実験で行なった。皮 内注射に は2名 が あた り,被 検

者に対 し5人 ずつ左右交 互に行なつた。

一方測定は被検者を一室 に集 め
,別 の2名 があた。り,

同一 人が同一側 を測定す るように した。 こうす ることに

よ り集計 の さい,注 射 を行な う人の個 人差,測 定 す る人

の個 人差 お よび 被検 者の 左右差 を 少 な くす るよう努 め

た。 なお測定 を 行なつた2名 には何 を注射 し,何 の実

験 を行 なつた ものであ るか も知 らさなかつ た。

◇測定 はすべ て48時 間後 の発赤 の長短径 および硬結

の長短径 を計 り,判 定 は発赤 の 長短径 の 平均値 で 行 な

い,10mm以 上 を陽 性,10mmに みたない もの を す

べ て陰性 とした。 また集計 の ときは平均値 の小数点以下

を切 り捨 てた。

◇OT原 液Lot631g(OT原 液1ccを1gと

みなす)お よびH-f1mgを 生理的食塩水で10倍 ず

つ稀釈 し,ア ンプルに封入,蒸 気滅菌30分 後氷室に保

存 し,そ の 日の うちに皮 内注射 を終了 した。

◇注射部位 は左右両側前膊 屈側中央部で,反 覆注射 に

よ る局所反応 の影響 をさけるた め,前 に ヅ反が行なわれ

た と思われ る部位 よ り5～10cm離 す よ う心掛けた。

被検者237名 を5群 に分け,1群46名,2群69

名,3群47名,4群44名,5群31名 とし,1群 に

はOT,H-fと もに0.001γ を,2群 にはOT,

H-fと もに0.017を,3群 にはOT,H-fと も

に0.1γ を,4群 にはOT,H-fと もに1γ を,

5群 にはOT,H-fと もに10γ を 各被検 者 前膊 の

左右両側 に交互 に皮 内注射 し,48時 間後 の 発赤 および

硬結 を測定 し,各群 の陽性率 を 検べ た。 この 結果が 表

1,図1で あ る。 す なわちOTの 陽性率 は43.4,

68。0,74.4,90.9,100%と 直線的な 上昇 傾向を 示す

の に対 し,H-fの 陽性率は0,2.8,10.6,56.8,100

%と 急上昇 曲線 を画 き,稀 釈度 と陽性率 との間にOT

とは異 なつた。分布 曲線 を画 くことが分かつた。

そこで稀 釈度 と力価 との間に もこの ような関係があ る

表1 各群 の陽性 率(発 赤 によ る判定 の場合)

図1 各群の陽性率(発 赤による判定の場合)
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か どうか をみ るために,各 群陽性者 の最大値,平 均 値お

よび各群陰性者 の平均値,中 央値 を検べ た。のが図2a,

bで あ る。す なわ ち陽性群 の最大値 にして も平均値 にし

て もH-fは0.1γ あた りまではOTよ り低値 を示 し

てい るが,1γ で伺 じくらい,10γ では逆 に は るか に

高値 を示 してい る。一方 陰 性群 では平均値,中 央値い ず

れ もOTよ り低 い値 を示 してい る。 これ よ り力価 と稀

釈度の間に も陽 性率 と稀釈 度の問 と同様 のH-fの 特 異

性が知 られた。

図2a各 陽 性群 の最大お よび平均値(発 赤 に

よる判定の場合)

図2b各 陰性群の平均および中央値

さらに被検 者各群 に対 し,以 上の 実験後1週 間 目に

OT1:2,000を 前臆膊屈側 に行 ない,48時 間後測定 し,

各 群 ごとに発赤 の大 きさを度数曲線 に示 した。のが図3で

あ る。 これ よ りヅベノレク リン ・ア レルギ0の とくに強い

群や,と くに弱い群はなか つた。

図32,000倍 ツベ2レク リンに よる皮 内反応(発

赤)の 大 きさの度数分布 曲線

以 上の実験 よ りOTとH-fの 稀 釈度 と 陽性率 と

の間に違つ た。曲線 を画 き,力 価 において もH-fは0.1

ッ ではOTよ り低 い値 を示すが,1γ,10γ ではOT

よ りは るか に高値 を示 した。

これ らの ことは硬結 に よつて も同 じこ とが いえ る(表

2,図4,5)。 ただ し硬結 の場合,硬 結長短径 の平均値

が5mm以 上を陽性,5mmに みた。ない ものを 陰性 と

した。

なお図1お よび図4の 破線で 画いた 曲線 はFurco-

low2)がPPDに ついて活 動性結 核成人を対象 とし,

全 く私 と同様の実験 を行なつて得た曲線 であ る。ただ し

この場合10-8γ を全患者に注射 し,そ れ らの陰性者に

は10-7γ を,さ らに それ らの陰性者には10-6γ ……

と注射 し,48時 間後の硬結5mm以 上を陽 性 としでい

るが,反 覆注射 に よる局所ア レル ギーの変動 は考 えてい

ない。

表2

図4各 群の陽性率(硬 結によう判定の場合)

図5各 陽性群の最大および平均値(硬 結に

よる判定の場合)
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考 案 か ら び に小 括

この 実 験 で得 た。急 上昇 曲線 の意 義 を考 察 す る前 に,私

は非 特 異 反 応 を示 す と思 わ れ るBouiIlon,Sauton培 地

を各1/5に 濃 縮 し,生 理 的食 塩 水 で5倍 稀 釈 し,非 感

作 モル モ ッ ト15匹 の 背 部 左 右 各3ヵ 所 に 輪 換 置 換 法

で5-1,5-2,5-3,5-4,5-5,5-6の 各Bouillon稀 釈

液 を,ま た。非 感 作 モ ル モ ッ ト10匹 の 背 部 左 右 各2ヵ

所 に輪 換 置 換 法 で,5-1,5-2,5-3,5-4の 各Sauton

培 地 稀 釈 液 を,さ らに 結 核 患 者85名 を5群 に 分 け,

!群 に は5-2,2群 に は5-3,3群 に は5-4,4群 に は

5-5,5群 に は5-6 Sauton培 地 稀 釈 液 を 皮 内注 射 し,

24時 間 後 発 赤 の 大 きさの 平 均 値 を検 べ た。(図6)。 この

実 験 で み る と3例 と もほ ぼ直 線 的 な 上昇 曲線 を 示 した 。

図6非 特 異反 応 例 の グ ラ フ

そこで刺激の強 さをX軸,そ の刺激 に よって起 きる

反応の大 きさをY軸 に と り,刺 激値 と反応値 の関係を

グラフに画いた。場合(図7),特 異反応 は悉無法 則の ごと

く刺激値 が閾値 に達 しない うちは反応 を示 さず,刺 激値

が閾値 に達 す ると急激 に反応値 がL昇 してA線 のよ う

にな り,一 方非特 異反応 はB線 のよ うな直線 を画 くこ

とは容易 に想像 し うるところであ る。そこで今生物反応

の刺激値 と反応値の関係 をグラフに画いた。場合,そ れが

(C線)A線 に近づ けば近づ くほ ど特異性の強い こと

図7反 応値 と閾値 との関係

を意味 し,B線 に近づ けば 近づ くほ ど非特 異性の強い

こ とを意昧す る と思われ るのであ る。

しか しこの ことはまだまだ思考 の域 を出ず,広 く実験

し深 く考察 しなければな らない問題 であ る。

何は ともあれ,特 異反応 を起 こす抗原 として,極 微量

で も反応 を起 こす とい うことも,そ の抗原の優秀性 を示

す一性質 であ るが,上 記 のご とく急上昇 曲線 を画 く性質

を具備す るこ とも大切 な要素で あ ると思われ る。

結 論

稀釈度 とツ反陽性率 との関係で,OTは 直線 的であ る

が,H-fは 急 上昇 曲線 を示 した。 かか る性質 は抗 原の

優秀 性を論 ず る場合,具 備 されなければな らない一性質

と思われ る。
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